
９月２７日（火）

【佐藤駐在所長さんとボランティアの皆様】 【横断歩道の渡り方１～３年「右見て・・」】

【校庭の模擬道路で走行練習４～６年】 【「歩行者も自転車も左右確認を・・・」】

秋の全国交通安全運動期間である、９月２７日（火）第２回交通教室を行いました。講師と
して佐藤常葉駐在所長様、また、ＰＴＡ本会及び生活指導委員会の６名の皆様に引率・実地指
導のサポートを協力していただきました。全体会の後、さっそく１～３年生は国道２８８号線
まで移動して、石川屋前～常葉行政局前交差点～石川屋のコースと郵便局前交差点～石川屋の
コースに分かれて、実地にて安全な歩行・横断の練習をしました。早目に帰校した子ども達は
上学年の練習の様子を見学しました。４～６年生は校庭に狭路コース、スラロームコース、交
差点コースを学年ごと練習して回りました。交差点では左右確認や左折する時の手信号なども
一つ一つ確認していました。全体的に自転車での走行の技能が身についていない子どもが多い
ようです。学校でも安全ハンドブック等を活用し継続して指導してまいりますので、ご家庭で
もヘルメット着用と交通ルールの遵守の声掛けをお願いしたいと思います。最後に佐藤駐在所
長様より講評をいただきました。一番に心がけることは「左右確認を徹底すること」だそう
です。また、自転車点検の愉快な合言葉も教えていただきました。ブレーキ、タイヤ、ハンド
ル、車体、ベルの頭の文字をとって、「ぶたはしゃべる」だそうです。夜半まで雨が降っていた
ため実施できるか心配されましたが、朝の陽光と職員作業により無事実地での訓練ができまし
た。当日、安全指導にご協力くださいましたＰＴＡ役員の皆様、大変お世話になりました。自
転車持参に協力くださった保護者の皆様、ありがとうございました。
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右は実行委員会６年浦山さん、本田さんがパソコンで作
成した学級掲示用の実行委員会だよりです。
主な記事は実行委員会のメンバー紹介、テーマ紹介（運
動会のテート同様です）、オープニングの
全校群読は「われは草なり」、エンディングの
全校合唱は「いつだって」のお知らせです。
昨年の実行委員会の様式・型を利用しているとはいえ、
６年生になるとパソコンでこのようなイラスト入りの文書
を作るだけの技能が高まっているのですから、すばらしい
です。総合的な学習の時間や社会などの学習のまとめ、プ
レゼンテーション資料なども自分達でパソコンを駆使し作
成する体験を通して「自ら考え、判断し創造する力」を育
成していきたいと考えています。

【平澤時計店の発表】 【ｹﾞｽﾄﾃｨｰﾁｬｰの石井さん】 【事後研究会】

９月２７日（火）２年生は「もっとなかよし まちたんけん」の学習を校内の先生方の他、
福島大学総合教育研究センター准教授 宗形先生、滝根小学校の安瀬校長先生、常葉中学校の
佐藤校長先生、白岩先生、関本小学校の渡邊先生に参観していただきました。「２回目の町探検
で交流した地域の方々のことを振り返り、友達と伝え合う活動を通して、地域への親しみや愛
着をもつ」というねらいの時間でした。平澤時計店、みなと花屋、石川屋を見学した班が、そ
れぞれ質問したり体験したことを、写真や図、言葉で分かりやすく伝えようとしていました。
花屋さんでのやり取りを劇で表現した班もありました。セリフを暗記できるぐらい覚えていた
ことに感心しました。授業の後半、石川屋店主の石井さんがゲストティーチャーとして質問に
答えたり、店内で販売している中で一番高価な切り絵の本を見せてくれたりしました。
事後研究会では生活科の指導法の在り方について実のある話し合いがされました。宗形先生

からは、子どもを中心に据えた生活科の授業、新学習指導要領の方向性などについて講話をい
ただき貴重な研究会となりました。

● 箏（こと）の演奏体験３・４年

１０月７・１４・２１・２８日 各１時間
講師 桐音会 後藤 さん、 星 さん、 安藤 さん

１１月２日（水）祖父母参観の日に発表予定です。皆様、どうぞお楽しみに。

１０月から変わります（日暮が早くなります。安全に気をつけましょう。）

■帰宅時刻１６：００まで ■山根バスの第３便 １６：５５発

授業研究会第７回 ２年「生活科」


